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「バスなど公共交通への自動運転サービスの導入に向けたガイドライン」 

の策定に当たって 

 

自動運転技術は、高齢者をはじめとする移動制約者が増加する中、深刻化する運転手不

足への対応など社会的課題を解決できる可能性を有しており、公共交通に自動運転を生か

していくことが重要となります。  

 一方、区市町村などを対象に実施したアンケートにより、自動運転の導入に必要な法的

手続の明確化などの課題が明らかになったため、自動運転サービスの導入に向け、必要な

手順や、安全に自動運転車を走行させるために必要な環境整備の内容などについて、検討

してまいりました。  

 こうした検討を踏まえて、区市町村や交通事業者が自動運転サービスを導入する際、参

考にできるよう、 今般、導入手順や安全対策等を示す「バスなど公共交通への自動運転サ

ービスの導入に向けたガイドライン」を取りまとめました。  

本ガイドラインの取りまとめに当たっては、庁内関係部署の方をはじめ多くの方々にご

協力いただきました。なお、今後も国内の事例等を踏まえて、本ガイドラインは適宜、更

新してまいります。 
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